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令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 56 学 校 名 掛川東高等学校 校 長 名 槫松一樹 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

自律と自立の力を育

成するため、高い規範

意識と、人としての高

い品性を涵養する 

・「自律と自立」

の意味につい

て考え、行動す

ることができ

た」と答える生

徒の割合 80%以

上 

・「気持ちのよ

い挨拶、制服の

端正な着こな

しができた」を

肯定する生徒

95％以上 

・「ルールやモ

ラルの意義に

ついて考え、主

体的にルール

やモラル守る

ことができた」

と答える生徒

の割合 80%以上 

96.4％ 

 

  

 

 

挨拶 94.0％ 

制服の着こな

し 99.0％ 

 

ルールモラル

98.5％ 

 

Ａ 

【生徒課】 

 

  

 

 

 

 

 

 

「気持ちのよい挨拶ができた」

が成果目標に届いていないが、

それ以外の項目については、成

果目標を大きく上回っている。 

・「次の予定を

考え、時間を見

て行動するこ

とができた」と

答える生徒の

割合 80%以上 

 

 

96.9％ 
Ａ 

【生徒課】 

 昨年度よりも自主的に行動す

ることができた生徒が増えてい

る。（令和 4年度：95.3％） 

・教員の指導前

にポートフォ

リオが作れた

生徒 50％以上 

50.2% Ｂ 

【各学年】 

1年 49.5％、2年59％、3年 41.9％

3年部は、ポートフォリオ作成に

ついて言及することができなか

った。 

2年部は、継続した指導により検

定等の結果について入力が行え

た。 

1年部はその都度入力を促すな

どして全員入力をすることがで

きた。 
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イ 

主体的に学ぶ習慣を

確立し、社会の変化に

柔軟に対応できる教

養を身につける 

・他者の授業見

学を行い、自ら

の授業改善を

行った教員 80%

以上 

・「週５日以上

自主学習に取

り組めた」とす

る生徒 60%以上 

・授業がわか

り、学力が伸び

ていると感じ

る生徒 75%以上 

・学習方法、学

び方の改善を

生徒に提供し

た教員 75%以上 

78.6％ 

 

 

 

 

61.9％ 

 

 

 

89.0％ 

 

 

 

96.4％ 

Ａ 

【教務課】 

・業務多忙の中、78.6％という

数値は一定の評価はできるが目

標には届かなかった。 

 

・自主学習に取り組める生徒が

増えていることは喜ばしいこと

であるが、学力の向上との関連

にも検証が必要である。 

・研修等による授業改善の結果

が出ている。生徒の自己有用感

の醸成にも寄与している。 

 

・ここ数年の研修と環境整備の

成果である。この水準を継続し

ていきたい。 

・「情報セキュ

リティーを意

識した活用を

心掛けた」と答

える生徒 90%以

上 

98.5％ Ａ 

【図書情報課】 

全体的に、意識した活用を行っ

ている。今後も呼びかけを行っ

ていく。あまりあてはまらない

と回答した生徒が若干名いるた

め、その点が気になる。 

・ＩＣＴを活用

する授業を行

う教員 90％以

上 

 

 

96.4％ Ａ 

【教務課】 

・機器の使い方に個人差はある

が、積極的に使う教員が増えて

いる。 

(総合的な探究

の時間につい

て)・年度内に

計画を実行し

ていく中で、内

容についてそ

の都度検証し、

必要な見直し

をする。 

３年間を通じ

ての大枠は設

定できた 

Ａ 

【教務課】 

・１年次でミニ探究、２年次で

本探究、３年次で論文等による

まとめを行うという流れができ

てきた。ただ、外部との連携が

増える中、一部の教員に業務の

集中がみられるので平準化が必

要である。 

ウ 

社会の中で働く自分

の理想像を見つけ、自

己の可能性に挑戦す

る進路を探究する 

・「主体的に将

来を考えた」と

回答した生徒

100％ 

・「本校の進路

指導に満足し

ている」生徒が

80％以上 

・進路相談、小

論文、面接指導

等に関わる教

88.5％ 

 

 

 

87.8％ 

 

 

 

96.4％ 

 

 

Ａ 

【進路課】 

・学年に応じた進路意識の高ま

りをサポートできた。 

 

3年生は 91.1％である。3年生の

担任は複数回の 3者面談を実施

し、手厚い指導を行った。 

 

・120件を超える小論文・面接指

導を職員全体で指導できた。 
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員 100％ 

・各種検定や資

格取得に挑戦

した生徒 50%以

上 

 

48.0％ 

 

・昨年度 62.3％から大幅に減少

した。今年度、英語検定の会場

校から外れたことも影響したと

考えられる。 

エ 

集団の中で切磋琢磨

し、自他を認め合える

たくましい心身と豊

かな感性を育成する 

・「学校生活に

満足している」

と す る 生 徒

90％以上 

・「学校行事、

ホームルーム

活動、生徒会活

動、部活動のい

ずれかに積極

的に参加でき

た」と答える生

徒の割合 80%以

上 

92.6％ 

 

 

 

97.1％ 

Ａ 

【生徒課】 

昨年は「学校生活に満足してい

る」とする生徒が 91.1％であっ

たが、今年度は増加している。 

 

「学校行事、ＨＲ活動、生徒会

活動、部活動のいずれかに積極

的に参加できた」は目標は達成

しているが、達成状況が昨年よ

りも若干減った。原因の解明と

対策を検討したい。 

・授業を利用し

て外部の専門

家を招いての

講演会を年間

２回以上開催

し、人権意識の

向上を図る。 

11 月に全体で

1回、外部講師

を招いて実施

したが、2回目

を実施できな

かった 

Ｂ 

【保健相談課】2年に 1回は全体

で講演会を実施している。それ

以外の年度は授業の中で実施し

ている。昨年度は法務局にお願

いして実施した。 

・毎月１冊以上

読書をした生

徒および教員

80％以上 

生徒 63.7％ 

教員 57.1％ 
Ｃ 

【図書情報課】 

朝読書のみの生徒が多いと考え

られる。教員も含め、読書習慣

を身につける工夫が必要と考え

る。80%達成は厳しい数字かもし

れない。 

・「日常の生活

の中で、各自の

役割を果たし、

人のために行

動できた」とす

る生徒 80％以

上 

95.9％ 

Ａ 

【生徒課】 

生徒一人ひとりの意識が向上

し、他者に対する思いやりや気

配りが以前よりもできるように

なった。 

オ 

学校外との連携を大

切にし、安心・安全で

信頼される学校改善

を行う 

・「進んでボラ

ンティア活動

に参加できた」

と す る 生 徒

50％ 

53.1％ 

Ａ 

【生徒課】 

昨年度は 34.7％だったので、大

幅に向上した。コロナ禍からの

脱却により活動しやすくなった

と思われる。 
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・ＰＴＡ行事等

へ の 参 加 率

50％以上 

・ホームページ

等で情報発信

を行った教職

員 75％以上 

PTA総会出席数

290/616・47％ 

 

情報発信を行

った教職員 

92.9％ 
 

【総務課】PTA総会参加者は昨年

比 1割増。その他の行事への参

加は概ね達成できた。 

 

【図書情報課】 

ホームページ・Ｘ(旧 Twitter)

で多くの発信を行った。C-ラー

ニングに関しては、連絡に既読

がつかない場合もあるため課題

もある。 

・「掛川東高校

の教育に満足

している」との

回答 75％以上 

・保護者及び生

徒のＣ－ラー

ニングの登録

率 100%、利用

率 90% 

・校外の個人・

団体と関連す

る教育活動を

した教員 50％

以上 

 

 

 

 

登録率 100% 

利用率 99.7% 

Ａ 

【管理職】 

・広報戦略が奏功したこともあ

り、掛川東高校に対する中学生、

保護者等、地域からの評価が高

まり、期待も大きくなっている。 

期待の高まりに応じて、教育活

動や教員に求められる水津も高

くなるので、これを好機と捉え、

相互尊重、相互承認の生徒指導、

学習指導、進路指導につなげて

いく。 

・探究学習における企業等との

連携が 13団体となった。県事業

によるライフデザイン講座、掛

川市議会等、地域連携は拡充し

ている。 

・探究学習での企業コラボにお

いて、生徒がデータ分析等に基

いたアイデア出しができるよ

う、静岡産業技術専門学校と「情

報Ⅰ」の協働授業を実施した。

今後も教科横断的な学習に資す

る外部連携を進め、学習の質を

高めていく。 

・「学校に信頼

できる先生が

いる」とする生

徒 80％以上 

生徒のアンケ

ートによると

86%である Ａ 

【保健相談課】昨年度 85%、今年

度 86%であった。この数年間は

85%前後で推移している。何でも

相談できる体制をつくりこの状

況を維持していきたい。 

・教職員の事故

発生件数ゼロ 

 

・施設に関する

事故発生件数

ゼロ 

 

 

 

 

 

 

・施設に関する

事故発生ゼロ

件 

 

 

 

Ａ 

【管理職】 

・車椅子で生活する生徒の大規

模地震発生時の避難訓練を実

施。訓練時の画像を用いたマニ

ュアルを作成し、危機管理マニ

ュアルに掲載した。予見可能性

を踏まえ、必要な装備、体制を

整えた。 
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・監査等の指

示・指摘事項ゼ

ロ 

・監査等の指示

事項等ゼロ 

件 

【事務室】 

・校内の危険個所や改善要望を

聴取するため報告シートを作成

し改善が必要な個所を特定、計

画的に修繕等を実施し、施設に

関する事故を防止した。 

・常に内部統制を効かせ協力し

合い、誤りのない事務処理がで

きた。 

カ 

生徒、教職員が、活力

ある学校生活を送る

ことができる環境を

整備する。 

・設定された時

間内での会議

80%以上 

職員会議、運営

委員会は、すべ

て設定時間内

で終了した 

Ａ 

【管理職】 

・職員会議、運営委員会は、す

べて設定時間内で終了してい

る。 

・先進企業が社員の雑談からの

アイデア創造を重視しているこ

とを参考に、教員が気軽に集い

やすい空間（Chat Room(仮称) 

）を職員室内に開設。教員の交

流を促進し、心理的安全性の高

い学校にしていく。 

・授業等の始

業・終業、遅刻

者ゼロを目指

す。 

 

 

生徒 96.9％ 

教員 96.4％ Ａ 

【教務課】 

・生徒は休み時間とのメリハリ

がつけられている。教員も昨年

と比して改善できた。 

・「下校時刻を

守ることがで

きた」と答える

生徒の割合 80%

以上 

98.1％ 

Ａ 

【生徒課】 

 成果目標を大幅に超えて達成

できた。引き続き下校時刻を守

れるような働きかけをしていき

たい。 

・週１回定時退

勤できた教職

員 70％以上 

・（部活動ガイ

ドラインの）

「趣旨を踏ま

えて活動でき

た」と答える教

員の割合 100% 

・負担感、多忙

感が改善され

たと感じる教

職員 50％ 

定時退勤 64.3% 

 

 

部活動ガイド

ライン 96.4% 

 

 

 

負担感多忙感

改善 57.1% 

Ａ 

【管理職】 

・デジタル採点を利用する教員

の割合が 85％に向上。スクール

ＤＸの推進により、業務の効率

化が進み、教員全体の時間外勤

務時間は、前年比、月平均で約

３時間減少している。 

・部活動指導をする教員の時間

外勤務の超過傾向は続いてい

る。メリハリのある活動計画の

作成等に取り組み、改善を図る。 

 


